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講演概要 

 
近年、老朽化する橋梁の維持管理の重要性が社会的に広く認識されるようになってきた。一方で、

現在使用されている多くの橋梁は地方自治体により管理されている。特に小規模な地方自治体で

は財政難のみならず，専門技術者の不足や技術情報の不足が懸念され，橋梁の適切な維持管理

を実施することが困難であることが予想される．本講演では、アンケート調査およびヒアリングにより

明らかとなった地方自治体における橋梁の管理体制，予防保全の考え方，事後保全の実態等を述

べる。また、鋼橋を中心として点検における着目点および補修実施にあたっての考え方を示す。 


